
冬
の
街
に
灯
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
 

「
第

七

回

音

と

光

の
祭

典

」
 

冬
の
夜
空
を
彩
る
「
第
七
回
音
と
光
の
祭
典
」
が
＋

一
月
二
十
八
日
か
ら
始
ま
り
、
大
町
旧
ロ

ー
タ
リ

ー
 

マ
ス
ソ
ン
ブ
の
合
唱
も
披
露
さ
れ
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
か
ら
ひ
と
足
早
い
。フ
レ
ゼ
ン
ト
が
園
児
た
ち
に
配
ら

れ
ま
し
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
来
年

一
月
い
っ
ぱ
い
、
午
後
五
時
か
ら
十
時
ま
で
点
畑
さ
れ
ま
す
o
 モミの木の前で合唱する uちびっこ聖歌隊万 '
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新
農

林

水
産
業

賞
 

五
所
川
原
市
農
協
花
き
部
会
 

「パ
ー
ク
イ
ン
五
所
川
原
ェ
ル
ム
シテ
ィ
」
 

起
 
工
 
式
 

ワ
ー
 

平成8年12月15日 

本
年
度
の
五
所
川
原
市
新
農
林
水

産
業
賞
に
五
所
川
原
市
農
協
花
き
部

会

（長
尾
信
彦
代
表
）
が
選
ば
れ
、
 

十
一
月
二
＋
八
日
に
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

同
部
会
は
農
家
所
得
の
向
上
と
経

営
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
三
年
九月
に
設
立
さ
れ
、
現

在
会
員
は
十
七
人
で
菊
の
生
産
、
出

荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

出
荷
さ
れ
る
菊
は
「
雪
華
美
人
」
 

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
平
成
七
年

度
の
出
荷
本
数
は
百
八
十
万
本
、
販

売
額
は
一
億
三
千
万
円
で
、
県
内
第

一
位
の
実
績
を
誇
「
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
七
年
度
に
は
オ
ラ
ン
ダ
で

開
催
さ
れ
た
「
世
界
の
切
り
花
展
」
 

に
「
雪
華
美
人
」
を
参
考
出
品
す
る

な
ど
、
そ
の
品
質
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
南
側
に
建
設
さ
れ
る
「
パ
ー
 

ク
イ
ン
五
所
川
原
ェ
ル
ム
シ
テ
イ
」
 

起
工
式
が
十
二
月
六
日
、
市
内
唐
笠

柳
地
区
に
お
い
て
、
中
山
捷
利
囲
藤

吉
郎
代
表
取
締
役
社
長
、
佐
々
木
市

長
な
ど
関
係
者
ら
約
四
十
名
が
出
席

し
て
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
 

エ
事
の
安
全
を
祈
願
す
る
 

囲
藤
吉
郎
の
中
山
社
長
 

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
と
な
る
同
施
設
 

は
、
約
四
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
に
、
建
築
面
積
五
百
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
、
延
べ
面
積
三
千
＋
三
平

方
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

十
階
建
て
、
総
工
費
八
億
円
、
従
業
 
 

員
は
二
十
数
名
で
、
着
工
は
来
年
四

月
、
オ
ー
プ
ン
は
同
年
十
一
月
一
日

と
な
り
ま
す
。
 

収
容
人
員
が
最大
百
六
十
五
名
、
 

シ
ン
グ
ル
百
十
九
室
、
デ
ラ
ッ
ク
ス

シ
ン
グ
ル
十
八
室
、
ツ
イ
ン
三
室
、
 

デ
ラ
ッ
ク
ス
ツ
イ
ン
七
室
が
あ
り
、
 

百
六
十
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
備
え

て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
長

新
春
に

証
叩
る
 

「躍
動
の
街
 
G
O

・
G
O
 
ご

し
ょ
が
わ
ら
」
5
安
心
・
安
全
・

一
安定
の
街
づ
く
り
5
 

一
 
正
月
テ
レ
ビ
番
組
放
映
 

一
 放
送
日
 

一
◇

一
月
一
一
日
（
木
）
 

 
り
前
七
時
四
 

（
五
分
、
八
時
ま
で
  
A
B
A
青
森

朝
日
放
送
 

◇
一
肩
一
百
（
木）

1
前
1
一
時

三
〇
分
5
1

一
時
四
五分
ま
で
 

A
T
V
青
森
テ
レ
ビ
 

◇

一
月
四
日
（
土
）
 
午
前
1

一
時

5
1
一
時
十
五分
ま
で
 
R
A
B
 

青
森
放
送
 

奥
津
軽
に
第
九
を

ひ
び
か
せ
て
三
年
 

ニ
百
十
人
参

加
 

定

期
演
奏
会
 

す
っ
か
り
師
走
の
恒
例
行
事
と
な

っ
た
「
奥
津
軽
に
第
九
を
ひ
び
か
せ

る
会
」
（長
尾
勝
文
代
表
）
の第
三
回

演
奏
会
が
十
二
月
一
日
、
オ
ル
テ
ン

シ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
千
人
の

聴
衆
の
前
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲

第
九
番
二
短
調
ク
歓
喜
の
歌
ガ
の
合

唱
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。
高
校
生
か
ら
七
十
代
ま
で

の
会
員
八
＋
人
と
演
奏
を
受
け
持
っ

た
青
森
市
民
交
響
楽
団
な
ど
合
わ
せ

て
総
勢
二
百
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

演
奏
会
終
了
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
は

会
場
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
「
聖
し
こ

の
夜
」
を
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
 

新農林水産業賞を授与される長尾代表（右） 

r
 



当
市
出
身
者
や
縁
の
あ
る
方
々
に

首
都
圏
で
五
所
川
原
市
を
P
R
し
て

い
た
だ
く
「
津
軽
親
善
大
使
」
と
の

交
流
会
が
、
十
一
月
二
十
三
日
東
京

都
港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
が
、
大
使
の
方
々
に

情
報
提
供
・
ア
ドバ
イ
ス
な
ど
の
お

礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、
市
か
ら
 

開
海
競
ス
糾
 

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
 

ジ
の
映
像
を
使
い
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

地
域
情
報
に
よ
り
近
況
報
告
を行
い

ま
し
た
。
 

当
日
は
大
使
の
一
人
で
あ
り
、
今

年
の
八
月
に
全
国
牧
水
サ
ミ
ッ
ト

・

フ
オ
ー
ラ
ム
に
お
い
で
い
た
だ
い
た

歌
人
、
若
山
牧
水
の
長
男
の
旅
人
さ

ん
も
出
席
さ
れ
「
父
、
牧
水
の
歌
が
 

き
っ
か
け
で
五
所

川
原
市
と
ご
縁
が

で
き
た
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
の
 

べ
て
い
ま
し
た
。
 

会
議
に
お
い
て

は
、
渡
部
与
四
郎

法
政
大
学
工
学
部

大
学
院
教
授
よ
り
 

「持
続
可
能
性
の

あ
る
街
づ
く
り
」
 

と
題
す
る
講
話
を

し
て
い
た
だ
く
な

ど
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
 

懇
親
会
で
は
、
 

活
発
な
情
報
交
換
 

べ 

を
行
い
、
最
後
に
辻
茂
東
京
工
業
大

学
名
誉
教
授

（
元
青森
職
業
能
力
開

発
短
期
大
学
校
校
長
）
が
「
五
所
川

原
市
は
、
私
の
第
二
の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
。
親
善
大
使
の
皆
様
で
五
所
川

原
市
を
盛
り
立
て
て
い
き
ま
し
よう
」
 

と
結
び
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。
 

今
回
新
た
に
次
の
四
名
の
方
が
大

使
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
勢
四
十
六
名
に
な
り
ま
し
た
。
 

・

津
田
長
ニ
郎

（
当
市出
身
）
 

エ
ム
・
、
ンー
砿
産
囲
 
社
長
 

・

末
次
一
郎
（
新樹
会
代
表
幹
事
）
 

末
次
一
郎
事
務
所
 

・

花
田
勝
治
 

前
日
本
相
撲
協会
理
事
長
 

・

柳
迫
幸
子
 

（当
市
出
身
）
 

画
家
 

難 

8年度津軽親曹大 
『津
軽
親
善
大
使
交
流
会
』
 

曾

意
の
花
か
ご
辰
 

⑨
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

〇
八
木
津
謙

一
さん
（
若
葉
一
一
ー
ニ
ー
一
七
）
H
二
万
円
。
 

〇
佐
々
木
セ
ツ
さ
ん
（
松
島
町
八
ー
一
〇
〇
）
H
l
ll万
円
。
 

〇
三
上
セ
ツ
さ
ん
（
田
町
一
九
四
ー
四
）
H
＋
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
P
T
A
母
親
委
員
会
（
荒
谷
英
美
子
委
員
長
）
H
 

四
万
七
千
七
百
六
十
八
円
。
 

〇
神
幸
一
さ
ん
（
新
町
六
三
）
H

一
万
円
。
 

＠
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
（
 

〇
葛
西
美
那
子
さ
ん
（
東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
一
ー
一
一
五ー
一
九
上
ハ
二
ー）
 

H
一
一万
円
。
 

〇
働
く
婦
人
の
家
利
用
者
の
会
（
三
上
ク
キ
代
表
）
H
三
万
円
。
 

〇
神
幸
一
さ
ん
（
新
町
六
三
）
H

一
万
円
。
 

〇
小
野
勝
美
さ
ん
（
田
町
四
ー
一
）
H
十
万
円
。
 

＠
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
支
部
H
三
万
一
千
円
。
 

〇
神
幸
一
さ
ん
（
新
町
六
三
）
目
一
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
体
育
協
会
体
育
基
金
へ
 

〇
神
幸
一
さ
ん
（
新
町
六
三
）
H

一
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
H
二
十
六
万
三
千
百
円
 

（
羽野
木
沢
小
学
校
の
 

「こ
ね
「
と
・
プ
ラ
ン
」
参
加
に
伴
う
情
報
通
信
環
境
整
備
費
と
し
て
）
。
 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
大
坂
京
さ
ん
（
ー
ッ
谷
一
一
五
ー
一
五
）
目
寄
贈

（食
用
菊
四
』
）
。
 

〇
鶴
ケ
岡
小
学
校
五
・
六年
生
三
十
三
名
、
成
田
教
頭
先
生
ほ
か
教
員
三
名
H
 

慰
問

（
歌や
劇
、
ゲ
ー
ム
等
）
。
 

〇
藻
川
む
つ
み
会
一
一
＋人

（外
崎
武
夫
代
表
）
H
慰
問

（
歌
と踊
り
）
、
 寄
贈
 

（
ジ
ュー
ス
五
十
四
本
、
タ
オ
ル
五
十
本
）
。
 

〇
青
森
県
日
蓮
宗
社
会
教
化
事
業
協
会

（遠
光
寺
住
職
江
利
山
義
隆
会
長
）
H
 

慰
問

（
法話
）
、
 寄
贈

（
お
菓子
小
箱
六
十
個
）
。
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 3 平成 8年12月15日 



立侵武多の雄姿 

ネ
プ
タ
と
は
 

ネ
プ
タ
あ
る
い
は
ネ
ブ
タ
は
津
軽

の
夏
を
彩
る
華
や
か
な
行
事
で
す
。
 

青
森
市
の
「
ね
ぶ
た
祭
」
と
弘
前
市

の
「
ね
ぷ
た
祭
」
が
有
名
で
す
が
県

内
で
は
津
軽
地
方
全
域
と
下
北
地
方

で
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
五
所
川
原
で
も
盛
大
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
 

か
つ
て
、
ネ
プ
タ
の
起
源
を
坂
上

田
村
麻
呂
の
蝦
夷
征
伐
や
、
津
軽
為

信
が
京
都
で
作
ら
せ
た
と
い
う
大
灯

寵
に
求
め
る
説
が
よ
く
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
根
拠
が
薄
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
民
俗
学
の
立
場
で

は
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
「
眠
り
流

し
」
と
い
う
行
事
と
共
通
の
も
の
と

解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

「眠
り
流
し
」
は
夏
の
睡
魔
や
も

ろ
も
ろ
の
災
厄
を
人
形
な
ど
に
託
し

て
川
に
流
す
行
事
で
す
。
主
に
旧
暦

七
月
七
日
の
七
タ
の
行
事
と
し
て
行

わ
れ
る
場
合
が
多
く
、
県
内
で
も
七

タ
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
 

全
国
の
「
眠
り
流
し
」
の
名
称
は

ネ
ム
流
し
、
ネ
ブ
リ
流
し
、
ネ
ブ
流
 
 

し
、
ネ
ム
タ
流
し
な
ど
い
ろ
い
ろ
で

す
。
ま
た
、
行
事
の
内
容
も
い
ろ
い

ろ
で
、
例
え
ば
福
島
県
で
は
七
日
の

早
朝
に
「
ね
む
っ
た
流
れ
る
、
豆
の

葉
つ
っ
か
か
れ
」
と
い
っ
て
豆
の
葉

を
流
し
ま
し
た
。
宮
城
県
で
も
「
七

タ
様
よ
、
ネ
プ
タ
流
れ
ろ
、
豆
の
葉

と
ま
れ
」
と
い
っ
て
竹
飾
り
を
川
に

流
し
ま
し
た
。
五
所
川
原
で
も
七
日
 

（
ナヌ
カ
ビ
）
に
は
ネ
プ
タ
を
川
に

流
し
、
 「ね
ぷ
た
コ
流
れ
ろ
、豆
の

葉
と
っ
つ
ぱ
れ
」
と
い
っ
て
ネ
プ
タ

を
川
に
流
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ

を
み
て
も
同
種
の
行
事
で
あ
る
こ
と

が
察
せ
ら
れ
ま
す
。
 

他
県
の
眠
り
流
し
行
事
に
は
灯
寵

を
用
い
る
火
祭
り
の
要
素
が
見
ら
れ

な
い
も
の
が
む
しろ
多
い
よ
う
で
す

が
、
秋
田
県
能
代
市
の
ネ
ブ
流
し
の

よ
う
に
青
森
県
の
ネ
ブ
タ
と
全
く
同

じ
大
型
灯
寵
を
練
り
歩
く
行
事
も
あ

り
ま
す
。
灯
寵
を
練
り
歩
く
の
は
主

に
北
陸
か
ら
青
森
県
に
か
け
て
の
日

本
海
側
の
地
方
に
多
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
ネ
プ
タ
は
そ
も
そ
も

七
月
七
日
の
七
タ
の
日
に
灯
寵
を
流
 
 

す
こ
と
に
意
味
が
あ
「
た
わ
け
で
、
 

六
日
の
晩
ま
で
町
を
練
り
歩
く
の
は
、
 

い
わ
ば
付
け
足
し
の
部
分
だ
「
た
の

で
す
。
 

五
所
川
原
の
ネ
プ
タ
 

五
所
川
原
で
は
八
月
一
日
か
ら
七

日

（
旧暦
で
は
七
月
）
ま
で
ネ
プ
タ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
は
 

五
所
川
原
で
超
大
型
ネ
プ
タ
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
 一
説
に
高
さ
一
八
間
、
 

一
〇
〇
5
二
〇
〇
人
で
担
い
だ
と
い

い
ま
す
。
こ
の
高
さ
が
本
当
だ
と
す

る
と
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、
現
在

の
七
、
八
階
建
て
の
ビ
ル
に
相
当
し

ま
す
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
津

軽
各
地
で
は
ネ
プ
タ
の
高
さ
を
競
い

合
い
ま
し
た
が
、
五
所
川
原
も
負
け

て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
年
、
 

五
所
川
原
の
有
志
に
よ
っ
て
巨
大
な
 
 

立
ち
ネ
プ
タ
が
復
活
し
、
全
国
的
な

話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
 

戦
前
に
は
五
所
川
原
市
内
で
一
〇
 

5
1
二
台
の
ネ
プ
タ
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
駅
か
ら
乾
橋
の
道
を
境
と
し
て

北
側
地
区
で
は
柏
原
町
、平
井
町
（
上
 

・

中

・
下
）
、
 旭
町
、
し
の
の
め
町
 

（
現雛
田
町
）
、
 大
町
、
寺
町
な
ど

か
ら
五
5
七
台
、
南
側
で
は
新
屋
敷
 

（
現
新
町）
、
 川
端
町
、
喰
川
（
現

本
町
）
、
 上
五
所
川
原
（
現
元
町
）
、
 

田
町
な
ど
か
ら
五
台
く
ら
い
出
ま
し

た
。
 

か
つ
て
は
ネ
プ
タ
の
主
催
が
明
確
 

で
な
く
町
内
毎
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

決
め
運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
所

川
原
商
工
会
議
所
で
主
催
す
る
よ
う

に
な
り
、
盛
大
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
昭
和
五
九
年
か
ら
は
「
虫

と
火
祭
り
」
と
な
り
、
虫
送
り
と
併

せ
た
行
事
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
 

ネ
プ
タ
の
喧
嘩
 

五
所
川
原
の
ネ
プ
タ
は
「
喧
嘩
ネ
 
 

プ
タ
」
だ
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
、
ょ

4
 

く
喧
嘩
が
起
き
ま
し
た
。
初
日
は
お

と
な
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
次
第

に
激
し
く
な
り
、
最
終
日
に
は
子
供

ネ
プ
タ
ま
で
喧
嘩
の
準
備
を
し
て
運

行
し
た
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。
 

喧
嘩
は
北
側
と
南
側
の
ネ
プ
タ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
道
路
で
ネ
プ
タ
同

士
が
鉢
合
わ
せ
し
た
と
き
に
喧
嘩
が

起
こ
る
の
で
、
警
察
で
は
あ
る
程
度

の
運
行
コ

ー
ス
の
調
整
を
し
て
い
ま

し
た
。
 

台
車
に
相
手
の
ネ
プ
タ
に
投
げ
つ

け
る
た
め
の
石
や
、
燃
や
す
た
め
の
 

油
を
隠
し
て
お
い
た
り
した
も
の
で
、
 

実
際
に
燃
や
さ
れ
た
ネ
プ
タ
も
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
喧
嘩
は
石
を
ぶ
「
 

け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
先

頭
に
は
リ
ー
ダ
ー
が
立
ち
、
次
に
唯

し
の
連
中
が
加
わ
り
ま
し
た
。
後
ろ

か
ら
続
く
ネ
プ
タ
は
前
で
喧
嘩
が
起

こ
る
と
応
援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。
 

戦
後
ま
も
な
く
の
頃
、
喧
嘩
の
ど
さ

く
さ
で
警
察
官
が
堰
に
投
げ
ら
れ
た

と
い
う
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
激

し
か
っ
た
喧
嘩
も
昭
和
二
七
年
頃
を

最
後
と
し
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

喧
嘩
す
る
に
も
互
い
に
節
度
が
あ

っ
た
も
の
で
し
た
。
翌
日
、
喧
嘩
相

手
に
出
会
っ
て
も
お
互
い
何
食
わ
ぬ

顔
を
し
、
遺
恨
を
持
ち
越
す
こ
と
は

な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
 

平成8年12月15日 

,
 

,
 



「灘糞は工事箇所です。 ノーーーーーーー 

至 
富士見団地 
五所川原大橋 

ェルムの街 

至 

一ーー~ 

．東北電力 
変電所 

N乙十一 

トエ事箇所のお知らせ国 
～ 	南部地区土地区画整理事業 

12月20日から 3月25日まで神明宮付近が車両通行止となります。 

小路は車両の交差が困難ですので、 ご遠慮ください。 

r 
生活福祉なんでも租談所 

～安心してご利用ください。～ 

   

 

除雪作業への協力について 

 

プりマ×・×＋暑三“"‘苫・・・舌％ %％、、“"“中”・JJJ・％ %"J占％て叱＋ン,呂JJ・、””占％“中呂・苫中×・ン：く‘】・】・ン”:＋】中呂“中にくぐ・ンンン苫‘・ン呂“‘ト：く“中苫ぐ‘・ンシ”二苫く‘ 

雪のシーズンを迎え、次の事項について皆様のご

協力をお願いいたします。 

〇屋根雪や屋敷内の雪は、道路に出さないでくださ

レ、。 

〇路上駐車は作業上支障があるため、駐車しないで

ください。 

〇路上にある車両乗り上げ用鉄板等は、事故発生の 

原因となるため冬期間は撤去してください。 

〇ゴミは指定の日日寺、場所を！守って出してください。 

〇融雪期の水害の原因となるため、水路には雪を捨 

て二ないでください。 

■お気付きの点やお問い合わせは 
i市除排雪対策本音β（広日ョ） 容35 - 4321・4322 
市都市建設部公園都市課 台35 - 2111 

 

相談は無料で、秘密を守ります。 

 

〇とき 毎日、10 : 00-15: 00 

（土・日・祝日を除く） 

〇ところ 五所川原市老人福祉センタ 

ー内（岩木町、市民会館裏） 

〇問い合わせ 五所川原市社会福祉協 

議会 ft34 - 3494 

―弁護士による法律相談一 

◆とき 12月19日（木）14 : 00'-16 】 00 

5 平成8年12月15日 

  

五所川原市役所 容35- 2111 



“つがるエ房” は、いろんな障告こを持った

人たちが自立を目指しながら、 日々 「さおり

織り」 という織物を中心に指導を受け、その

製作・販売を中心に頑張っている小規模作業

所です。 

◇と き 12月22日（日） 10 : 00-15 : 00 

◇ところ つがる工房（市内三ッ屋） 

◇内 容 ・つがる工房の作品の展示、販売 

・フリーマーケツト 

・ ミニ喫茶の営業 

～ぜひ一度おいでくださいノ～ 

販売 

郵便局からのお願い 

年賀状が迷子にならないように五所川原市

内にお出しになる場合も、垂βイ更番号一は 「037J 

または 「037-06」 と、ィ主所は 「五戸斤川 j京市～」 

とはっきりとお書きください。 

郵 便 は が き 

了 ク 
一
 

へ
／
 

"“旦一 

a星~ 手
珂
月
原
予
 

み ほ ん 

I浮督I 

12月20日頃から1月わJ 
めにかけて、 アルバイ ト学生

が配達にお伺いします。 

慣れない配達でありますの

で、犬は放し飼いなどござい

ませんよう、 ご協力をお願い

いたします。 

偏 
五所川原郵便局長 

“つがる工房”バザー開催 

 

お知らせ 

  

農業委員選挙人名簿を作成 

『 有資格者はもれなく申請を！ 
市農業委員会では、農業委員の選挙人名簿

を作成します。これノは法律に基づいて1月1 

日現在で行われるものです。農家のみなさAノ

は、 「選挙人名簿登載申請書」を提出してく

ださい。 

選挙人名簿の登載申請用紙は12月25日頃に

行政連絡員（旧市内は農事実行組合長）を通

じて各農家に配布します。 

農家のみ・なさんは、その用紙に記入のうえ 

1月10日までに行政連絡員（または農事実行

組合長）にお渡しください。 

◇選挙資格のある人 

・市内に住所があり、10アール以上の農 

一 	 地を耕作している世帯で、年間60日以 

’ 	 上耕作に従事して1i、る人 

・昭和52年4月1日以前に生まれた満20 

歳以上の人で、農家世帯と同居してい

る親族（6 親等内の血族配偶者、 3親

等内の姻族） 

・10アール以上耕作している農業生産法

人の組合長または社員（年間60日以上

耕作に従事している人） 

⑥申請用紙が配布されなかったり、記入上不

明な点がありましたら市農業委員会（”内

線242.243）へご連絡ください。 

「一 

工業統計調査にご協力をノ 
毎年12月31日現在で工業統計調査が実 

施されます。年末年始の御多忙中、大変申し 

訳ございませんがよろしくお願レ、レ、たします。 

※郵便番号簿は、郵便局窓口で差し上げてお

りますので、 どうぞご利用ください。 

また、年賀」犬は12カ5（日）- 12/24C尺）まで

にお出しく ださい。 

市税の納期 

市 県 民 税 （第4期） 

国民健康保険税 （第6期） 

1月6日（月） 

平成8年12月15日 () 



12月221lオーフン 今シーズン挑戦 

mnりgdm1 
a 

スキー 
ニス、ノー月ミード 

歩くスキーー 

スホーツオフイス 
公33-2485＆みF8822（山田） 

   

平成9年五所川原市 

合同除厄祈願祭参加者募集 

    

  

◇対象者 （男）昭和31り 」月 2 日～ 

昭和32年4月 1日生まれノの方 

（女）昭和40年4月 2 日～ 

昭和41年4月1日生まれノの方 

く＞とき 平成 9年2月11日（火） 13 】 00- 
◇ところ 市中央公民館 

◇会費 （男）11,000円 （女）10,000円 

（祈願だけの方は、男女とも6,000円です） 

◇申し込み方法 ご案内のハガキを郵送して
おりますのでハガキでお申し込みくださ

い。なお、会費は下記、指定銀行口座ま

でご送金願います。準備の都合もありま

すので、平成 9年1月末日までにお願い

いたします。 
◇会費の送金先 青森銀行 五所川原支店 

普通口座 820508 
五所川原市合同除厄祈願祭 実行委員会

＊なお、青森銀行五所川原支店以外から 

のご送金は手数料」が必要となります。 

◇間い合わせ先 市役所（雪35 -2111) 
親切サービス課 （内線221）長尾功一 
福祉事務所保護課（内線533）伊香 宏 

 

「 
I 
I 

       

「
ー
 
ー
 

一
 

一
 

       

 

平成 9年度「看護学生」募集 

 

     

          

             

  

◆募集人員 40名 

◆修業年限 3年（ただし、第 3学年は臨」末 

実習とします。） 
◆入学資格 准看護婦（士）で、次のいずれか 

に該当する人。 
(1）免許取得後、 3年以上看護業務に従 

事した人。 （平成 9年3月で3年就 

業終了見込みの人を含む。） 
(2）高等学校卒業者（平I戎 9年 3月卒業 

見込みの人を含む。） 
(3）高等学校衛生看護利一卒業者（平成 9 

年3月卒業見込みの人を含む。） 
◆願書受付期間 平成 9年1月13日（月）~ 

1 月22日（水） （ただし、土・日を除く。） 
◆試験期日 平成 9年2月13日（木） 

◆試験科目 現代社会、国語、英語、看護学、 

作文、面接 

◆願書受付場所・試験会場・問い合わせ先 
市立高等看護学院（布屋町41)" 34 - 2715 

  

             

7 平成8年12月15日 

平成 9年新年名刺交換会4響 

く＞日時 平成 9年1月1 日（水） 11 : 00 

◇場所 ホテルサンルート五月I伊リ京 21階 

◇会費 3,000円 （申し込みと同時に納 

メ、ください。） 

く＞申し込み締め切り 12月20日（金） 

◇申し込み先 

市総務課（客35-2111 内線402）または 

五所川原商工会議所（雪35-2121) 

◇主催 五 所 川 原 市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

我が家 に I 冊 

平成 9年版県民手帳頒布中 

◆力バーの色 糸求 

◆規 	格 14.5cm X8.Ocm 

◆刊 	行 平J戎8年11月 

◆頒 	価 500円 

⑨ご希望の方は 

市企画調整課 統計係（”内線462）まて二 

五所川原市若年者雇用奨励金， 

コ交付申請手続きのご案内一 
今回は、う杓戎 8年10月1日から平成9年3 

月31日までに25歳未満の若年者を新規に雇い

入れた中小企業事業主が対象となります。 

(2月・3月に採用する場合は見込み人数で

申請する） 

◇申請期間 平成9年1月6 日（月）~31日（金） 

(9 :00-16:00、土・日・祝日を除く） 

◇申請場所・問い合わせ 市商工振興課 

雪内線381 

鶴田ショッピングセンター 
出店計画地元説明会の 

ご案内 
差弾 

●開 催 日／12月18日（水） 

●開催時間／13 】 30-15:00 
●会 場／産経会館5F 大会議室 

商工業の皆さま、 並びに消費

者の皆さまのご参加をお待ち致

しております。 

ジャスコ株式会社 
仙台市青葉区中央三丁目 3番3 号容O22-227-5087 

五所川原市役所 容35-2111 

, 



年未年始のゴミ収集について 
12月31日（火）'-1月 3 日（金）まて三休み

となります。 

1月4日（土）より平常どおり」反集いた

しまり二〕 

@）野里不燃物は里立土也 

12月31日（火）~1月3 日（金）まで休

み、となります。 

※ 休み期間中は収集しませんので、糸色

支寸ゴミを出さないようお願いします。 

問い合わせ先 市生活環境課（合内糸泉233) 

市の年末年始の 
業務案内 

～印鑑証明はお早めに～ 

⑥本庁と各支所は、12月28日（土）から 1 
月 5 日（日）まで休みます。 

印鑑証明などは 3 か月間有効期間が

ありますので、必要な方は年末・年始

休み哨f丁を利月1してーください。 

ただし、本庁の収納課は、12月30日 

（月）午前 8日寺30分から午後 4日寺45分ま

で窓口業務を行います。 

@）西北中央病院は、12月28日（土）から 1 
月 5 日（日．）まで休み、 1月 6 日（月）か

ら診療を始めます。 

@）水道の故障修理の受付は、五所川原市

水道事業所中央管理センター（合34 ー 

9111）で行います。 

⑥図書館は、12月27日（金）から 1月 4 日 

（土）まてH木館となります。 

⑨三道会館は、 12月28日（土）から 1月 3 
日（金）まて了、市民体育館、中央公民館、 

働く婦人の家は、12月28日（土）から 1 
月 4 日（土）まで一般開放を行いません。 

@）勤労者野外活動施設（狼野長根）は、 

12月28日（土）から 1月 4 日（土）まで一

般開放は行いません。 

⑥歴史民俗資半斗館‘ま、 12月28日（土）から 

1月 3 日（金）まで休館。 

⑥収納課は、12月30日（月）午前 8時30分
から午後 4H寺45分まで窓口業務を行い

ます。 
I 
~~~~~~．．~ 
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●加〈シリーズ〉加● 一17一 

私の健康づくり 

「母と子のよい歯のコンクール」 

柴谷さん親子優秀賞 

柴谷恵久美さん 

麻実ちゃん 広田字榊森 
(4歳） 

柴谷さん親子1ま、さる10月30日、黒石市で開

催されました第10回青森県生き生き健康県民 

， 運動推進大会において、 「母と子のよい歯の

コンクール」でみごと優秀賞を受賞されまし

た。 

おかあさんは、妊娠中から小魚や煮干しを

食べ、ふだんよりカルシウムをとるように心

がけたそう‘です。麻実ちゃんには、歯がはえ

はじめるとすぐ歯ブラシを持たせました。 

麻実ちゃんは、好ききらいなく、特に魚・

納豆・牛乳が大好きて了す。するめもよくかじ

っています。歯みがきは、歯みがきビデオを

見て、 クチュクチュシュワシュワと歌いなが

ら、ブラッシングしています。終わったら「お

かあさん、 きちんとて了きたよ。バイキンいな

い？」 とみせにいき、おかあさんがしあげみ

がきしてあげています。歯ブラシは、ひらい 

ー たらこまめにとりかえています。 

’ 

	

	今回の受賞がきっかけてg、おかあさんはこ 

れまてg表面だけみがいてルゾとことに気づき、 

歯の裏但~」も気をつけてみがくようになりまし

た。おとうさんも年1回は歯の定期健診に行

ってはそ3り、親子で歯を大事にしています。 

西北五環境整備事務組合
からのお知らせ 

⑥西部ク I)ーンセンター（稲垣） 
容 46 - 2141 

12月30日（月）の午後 4時30分まで利

用できます。 

1月 6 日（月）より平常どおりて三す。 

※ し尿の汲み取りは早めに行ってくだ

さし、。 

問い合わせ先 西北五環境整備甘朔劣組合 
雪 36 - 3004 



五 所 川 j京 土也 区 β方 う巳 協 会 
五所川原地区暴力追放推進協議会 
五 所 川 原 警 察 署 

」 

年末年始の犯罪事故防止 
G2月15日～1月5日） 

～みんなでつくろう 安心の街 
暴力を締め出すあなたの手と心～ 

・スリ、ひったく り犯罪の未然防止 

・少年非行の防止と有害環境の浄化 

・暴 力 の 追 放 

・雑 踏 事 故 の 防 止 

すこやか発育相談 
◆場 所 働く婦人の家・市保健センター 

◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

(6 カ月児のみおしぼり、ベビースタイ） 

開 設 日 時 	間 

6健げ
 
児
談

D
  

月
相

年
＼
 

カ
康
 

6
  

1月21日 

（火） 

受付一日寺間 

12 : 30--- 
12 : 45 

※予約相談は随時、電話で受け付けています。 

すくすく健診 
◆場 所 働く婦人の家・市保健センター 

◆受付時間 12 】 3O---12 】 45 
◆持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

文寸 象 児 期 	日 

4力月児 

健 	診 

平成 8年 

8月生まれノ 

1月 7 日 

（火） 

1
6
健
 
力
 
月
 
歳

児
診
 

平成 7年 

7月生まれノ 

1月28日 

（火） 

3 歳児 

健 	診 

平成 5年 

7月生まれノ 

1月16日 

（木） 

※お願い ① 4 カ月児健診では、神経芽細胞

腫検査セットを配布しますので、 これノなか

った方は母子健康手帳を持参のうえ、はつ

らつ女性課窓口にもらいにきてください。 

（②）3歳児健診では尿検査がありますクブで、 

尿を小ビンにいれて持参すると便利です。 

③体調のよくない子どもさんは、翌月の

健診を受けることができますのでご連絡く

ださい。 

④詳細については「ごしょがわら健康ご

よみ」をご覧ください。 

健 康 相 談 室 
L 

⑨持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場所 開催月日 開催時間 

保健セ ン タ ー 
1月 8 日 

（水） 

10 : 0O 
15 : 

--- 
00 

共 栄 集 会 所 
1月 9 日 

（木） 

11: 00 
12 : 
- 
30 

食生活改善推進員養成講座

一 受講生募集 
◇対象 市内に居住する婦人 

◇内容 10日間で食生活を中心に健康づく り

に役立つ知識と技術を学習 

◇日時 1月14日、20日、22日、24日、28日、 

30日、31日、 2月 6 日、12日、18日 

10 : 00--15: 00. 
◇場所 働く婦人の家 

くソ募集人員 30名 

◇受講料 無米斗 

◇申し込み期間 12月15日～12月22日 

◇申し込み先 市はつらつ女性課 

合内線232. 234 

献血のご案内毒 

期 	日 日寺 間 場 	J己斤 

12月24日 10 : 00 - 
JR五所川原‘駅前 

（火） 15 : 00 

, 
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ちびまる子ちゃん 
＠ さくらブロダクション／日本Jてメーション 

ほ
う
・
・
 

支
払
い
に
、
 

申
し
込
む
と
、
 

口
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振
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を
 

国
民
年
金
保
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レ
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ド
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も
ら
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の
か
。
 

今、国民年金保険料の支払いに、ロ座振替を

申し込むと、先着百名様に「ちびまる子ちゃん

オリジナルテレホンカード」をプレゼント．ノ 

 

お問い合わせは 

国保年金課 国民年金係 

内線 211 ・ 212 

五所川原市役所 公35-2111 	 平成 8年12月15日 10 
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